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田口正己先生のご退職によせて
社会福祉学部長・人間福祉学科教授矢澤圭介
　立正大学社会福祉学部社会福祉学科教授田口正己先生は，1938年3月18日のお生まれであり
2008年3月18日にめでたく70歳の古稀を迎えられる。立正大学の規程による教員の定年年齢で
ある。したがって，先生は今年度末で退職される運びとなった。ここに社会福祉学部の教員の
1人として，先生の本学在職中のこ労苦に感謝する趣旨で，拙辞を捧げさせていただく。
　先生は196！年に立正大学文学部社会学科を卒業され，1964年に文学研究科社会学専攻修士課
程を修了後，同年文学部社会学科助手となられ，立正大学における研究者としての歴史を始め
られた。その後，1966年に立正大学短期大学部専任講師，1974年に同助教授，1979年に同教
授，1983年に短期大学部が保育専門学校と統合し，社会福祉科・追訴科・幼児教育科からなる
新生短期大学部に改組されるに伴い，社会福祉建長に就任されて！0年の長きに亘ってその任に
当たられた。その短期大学部の社会福祉科・幼児教育科が，1996年に立正大学の6番目の学部
として社会福祉学部の社会福祉学科・人間福祉学科に改組されると，社会福祉学科の教授とな
られた。そして，1999年に社会福祉学部の第2代学部長に選出され，2期6年に亘ってその任
に当たられたのである。
　先生の本質は，常に社会的な運動・実践の視座を忘れない社会科学研究者にある。しかも，
読みそして書くことが何よりも生き甲斐である教養主義者であり，60年安保の運動を青春の金
字塔とする戦後民主主義者である。そのことが後輩の私たちの信頼を勝ち得た根源であると私
は見ている。私は1996年に新生短期大学部において他学科の先輩としての先生と初めて職場を
一にし，1990年に私が幼児教育科から教職担当の教員として社会福祉科に移籍したとき，改め
て科長としての先生と触れたのであった。その後1996年目おける社会福祉学部への改組後は，
再び他学科の教員となり，先生が学部長に就任されると学部運営委員に指名されて6年間ご一
緒し，2005年には先生の後を追って第3代の学部長に選出されたのであった。その立場から
は，どうしても新生短期大学部，そして社会福祉学部に対する先生のご貢献，そのことは先生
の本質の次の次であると認識しつつも，まずそのことについて語らざるをえないのである。
　新生短期大学部の社会福祉細長≧しての先生は，旧短期大学部から引きずった，ある有力教
員の雷乱に対する，短期大学部の民主化・教育研究の場としての正常化と発展への私たちの戦
いの先頭に立ってくださった。短期大学部の運営はあくまでも規程・規則に則り，粛々と行わ
れな：くてはならず，何よりも尊重しなくてはならないのが教授会の自治である。こうした先生
の信念と行動は一度も揺らぐことがなかった。先生をリーダーの1人とする私たちの奮闘が，
18歳人口の増大による臨時定員増という状況下で，埼玉県・群馬県地域での「名門」へと新生
短期大学部を育てたのである。そのことが現在の社会福祉学部の基礎となったといえる。
　先生は社会福祉学部の発足時には，全学組織の中での学部の規程・規則の整備に尽力され，
学部発足の4年目に第2代の学部長に就任された。私たちは先生による学部長会議等の全学の
議論動向の正確な報告を受け，初めて，立正大学の一員として何をどのように考えていかなく
てはならないかに目覚めたというのが実態であった。先生が学部長を務められた6年間に，正
に社会福祉学部の基盤が形成されたといって過言でない。
　在任！年目の1999年には，学部が完成年度を迎えることからカリキュラム改正の議論がなさ
れ翌年からスタート，また，学内学会・立正大学社会福祉学会の発足があって11月に第1回大
会が開催され，12，月には大学院社会福祉学研究科修士課程の設置認可があった。2000年には社
会福祉基礎構造改革の結果，介護保険・成年後見制度・児童虐待防止法等がスタートし，学部
将来構想に関する議論が本格化した。その一環として，人間福祉学科ではそれまでの保育士，
幼稚園教諭に加え認定心理土の資格取得を導入した。さらに，2000年には本学部との緊密な連
携施設，橘福祉会・立正たちばなホームが開所し，先生は在任期間中理事として運営に参画さ
れた。2002年度からは，学部の社会・地域貢献の機関として社会福祉学部ボランティア活動推
進センターが正式にスタートした。2003年度には，社会福祉学部同窓会が発足し，かつ，カリ
キュラム改定も行われ，社会福祉学科ではそれまでの社会福祉士，中高の社会・公民の教諭，
養護学校教諭の資格に加え，精神保健福祉士資格が導：入された。在任6年目の2004年度には熊
谷校舎再開発，新学部の設置に関する議論が本格化し，そこでも積極的に議論をリードされ
た。これだけの仕事を淡々とかつ議論を尽くして進められた先生のこ労苦には，窺い知れない
困難があったに相違ない。そのことに私たちは深甚の感謝を捧げなくてはならない。
　しかし，この学部づくり・環境整備に奮闘された6年間に，後出の「研究活動の成果」に見
るように，先生は著書4冊，研究論文19本（全て単著），報告書2本を纏められている。著書は
それぞれ200～500余頁，論文も10頁以下のものは少なく，テーマは「ごみ社会学」研究が大部
分であり，一部「自治体・地域問題」と「国家プロジェクト」研究が含まれている。後出の
「研究生活を回顧する」によると，先生は1つに「最大の関心領域としてのマルクス主義」，2
つに「コント，ウェーバー等の社会学の古典とわが国の社会学者の理論的・実証的研究成果」，
3つに「柳田国男・宮本常一等の民俗学」に向き合ってこられたという。その学識教養を踏ま
え，「政治社会学」から「農村社会学」へ（1970年忌），そして「農村社会学」から「地域・自
治体」研究・「企業都市」研究へ（1970年代後半から），さらに「環境・ごみ社会学」研究と
「国家プロジェクト」研究（1990年代以降）へと研究の軸足を転じてこられている。専門外の
後輩が三越であるが，先生の研究者としての骨格をなしているのは，まず，モダニズム的教養
主義であり，他方，ポスト・モダンを予兆させる「臨床知」・状況主義の視座であり，そして
何よりもご自身の居住地の問題から切り込んでいく実践主義にあるように思える。読むことと
書くこと，そしてクラシヅク音楽を聴くことをこよなく愛し，時代と切り結びつつ，真摯な研
究を倦まず弛まず持続される偉大なモデルに，立正大学という場で出会えたことに，私たちは
より以上の深甚な感謝を捧げなくてはならないと思う。
　先生は健康に留意した生活を続けられ，いたってお元気とお見受けする。現役としての大学
研究者という形でなく，先生がこれまで培ってこられた生活文化・地域協同研究会，千葉県自
治体問題研究所等のネットワークを存分に活かして，より自由闊達な研究活動が展開し，その
成果を拝見できることをご期待して筆を置きたい．
　先生，ありがとうございました。ますますお元気でご活躍ください！
